
（様式第４号）         学校運営協議会 会議概要 

１ 会 議 名  第６回 学校運営協議会  

２ 日  時  令和３年３月１９日 午後５時４５分から午後７時３０分まで 

３ 会  場  浦里小学校 校長室               

４ 出席者   井澤良夫会長、田村実英副会長、安齋理江委員、杉村晴彦委員 

      斎藤惇委員、大井正一郎委員、平林千春委員、片桐芳之委員 

５ 市側出席者 なし 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・  一部公開  ・  非公開 

７ 傍聴者   なし 

８ 会議概要作成年月日 令和３年３月１９日 

協 議 事 項 等 

１ 開  会 

２ 井澤良夫会長挨拶 

３ 学校長挨拶 

４ 協議 

（１）ふるさと学習発表会アンケートより 

学校長：例年とは違い、短縮の内容で行った。多くの方から「工夫ができていた。」「知らなかったこ

とが分かった。」という感想をいただいた。「はっきりと発表するためにマイクが使用できな

かった。」「８分という制限の中で、早口になったりした。」という課題もあった。伝えること

を大事にして、工夫していきたい。 

委 員：子どもたちには、直接に見せてあげたかったが。 

学校長：オンラインを用いて教室で見たが、分かりづらいところもあった。 

委 員：暖房をとめてもよかった。音が気になった。 

学校長：換気のため寒いという感想もあった。 

委 員：寒い時期だが、時期的にもこの時期しかないか。 

 

 

（２）今年度の取り組みの見返しと来年度の計画 

学校長：資料を見ていただき、時期、内容でご意見があればお願いしたい。今年度は、学期の初

めと終わりに設定した。 

委 員：以前は１０回ぐらいやっていたが、回数的には適当だと思う。 

委 員：サントミューゼで学校運営協議会の講演があった。臨時で集まるという話もしていたが、

回数は６回で適当であった。 

学校長：今年度は、コミュニティ委員会が持てなかった。飲食を伴う会は厳しいが、来年度は実

施したい。 

委 員：コミュニティ委員会はやらなくてはいけないのか。 

学校長：縛りはないが、地域の方々にも取り組みを共有し意見をいただくことが大事。 

委 員：ホームページ上の学校運営協議会便りが更新されていない。 

委 員：更新する必要があるのか。 

学校長：４年前は運営協議会で輪番で作っていたが、学校だよりと一本化した。 

委 員：学校だよりで十分である 



委 員：写真があるのはわかりやすい。文章ではなく、取り組みを写真などで紹介するとよい。 

学校長：各学年のお便りをアップして様子を伝えている。 

学校長：お助け隊でホームページ更新をお手伝いしてくれる人がいると、頻繁にアップできるか

もしれない。 

委 員：先生方の負担が増えないようになってほしい。 

学校長：地域配布の印刷もわかりやすいようカラーにしている。 

委 員：カラー印刷にすることで、地域の方が伝わりやすくうれしいなと思ってくれている。今

後もインク代は予算として計上してほしい。 

 

 

（３）浦里小１５０周年記念の方向について 

学校長：２０２２年１５０周年記念になる。２０２１年は準備と年となる。１０年前は家庭数も

多かった。１５０周年という大きな節目だが、コロナ禍でもあるので、過負担にならな

いようにしたい。２０２３年に行うことも視野に入れるのがいいのか、２０２２年にや

るのがいいのか意見をお願いしたい。やるべきことは、組織作り、記念誌づくり、記念

事業。１４０周年では航空写真、記念運動会、記念音楽会、記念植樹、記念講演、記念

誌編集、記念ポスター作り、記念垂れ幕作成などを行った。 

委 員：全校で写真を撮るのもよい。 

委 員：１４０周年の組織はどのようなものだったのか。 

委 員：記念誌の裏表紙に載っている 

学校長：予算は資源回収などの収入を充てている。 

委 員：できる範囲でやればいい。 

委 員：いつから準備していくのか。 

委 員：やるとなれば秋か。 

学校長：式典をどのように持つかも検討、判断材料になる。 

委 員：１４０周年のような内容になると、かなりの内容になる。 

委 員：PTAは役員が減ってきているので同様の内容は厳しい。 

委 員：お助け隊も同様の内容は厳しい。 

委 員：記念運動会や記念音楽会などは、例年の内容に PTAや地域の活動を入れてもよい。 

委 員：実行委員に希望の泉の方にも協力してもらえれば有難い。学校、PTA、運営協議会、希望

の泉で動いていくのはどうか。 

委 員：どういう組織作りをしていくのか。 

委 員：いつ、何をやるのか、何ができるのかを考えないといけない。コロナ禍において、果た

して着実に進められるのか。思い切って２０２３年に送るのも手か。 

学校長：記念誌など、進められるところから進めていくのはどうか。 

委 員：歴代 PTA会長が大きな力になる。 

委 員：２０２２年にやるのか２０２３年にやるのか。 

委 員：通常であったら１年前からの準備でできるが、コロナ禍であれば２０２３年の方がいい

のではないか。 

委 員：２０２３年でもよいのではないか。 

委 員：実行委員会立ち上げの発議は誰か。 

委 員：筋としたら PTAからの方がいいのでは。 

委 員：今日のところは２０２３年に実施予定という方向にしたい。 

委 員：来年度の学校運営協議会でも継続して審議していってほしい。 

 

 

 

 



（４）来年度当初の学校運営協議会の予定 

学校長：来年度の委員は名簿の通りでお願いしたい。会長には、引き続き来年度もお願いしたい。４

月の予定については、資料の通り。会長には、お助け隊長会、PTA 総会でも挨拶をお願いし

たい。 

委 員：入学式参加は、新メンバーか旧メンバーか。 

委 員：旧メンバーでお願いしたい。 

委 員：PTAは新メンバーで出席する。 

 

（５）その他 

委 員：PTA会計監査を３月２４日（水）校長室で行う。 

 

５ 会長挨拶 

 

６ 閉会の言葉 

 

 

 


